
農
林
水
産
省
関
係

旭
日
中
綬
章
�
小
瀬
�

︵
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル

プ
本

社
会
長
︶

正
垣
泰
彦
︵
サ

イ
ゼ
リ
ヤ
会
長
︶
▽
旭
日
小

綬
章
�
齊
藤
靖
弘
︵
全
国
豆

腐
連
合
会
代
表
理
事
︶

野

本
要
二
︵
元
全
国
青
果
物
商

業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
︶

▽
旭
日
双
光
章
�
磯
崎
啓
介

︵
熊
本
県
洋
菓
子
協
会
会
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誰
で
も
何

か
し
ら

日

常
生
活
の
中

で
習
慣
づ
け

て

い

る

行

動

ル

テ


ン
的
な
も

の
が
あ
る
か
と
思
う

筆

者
が
早
朝
散
歩
で
出
会

う

６０
代
後
半
と
思
し
き

男
性
も
そ
う
だ

コ
ン
ビ

ニ
の
椅
子
席
で
新
聞
を
広

げ

決
ま

た
時
間
に
な

れ
ば
ト
イ
レ
を
済
ま
し


そ
し
て
仕
事
に
向
か
う


彼
に
と

て
は
１
日
の
始

ま
り
の
儀
式
の
よ
う
な
も

の
な
の
だ
ろ
う
▼
１０
月
１

日
の
消
費
税
増
税
か
ら
１

か
月
が
経
過
し
た

消
費

税
率
が
８
％
か
ら
１０
％
に

引
き
上
が
る
と
同
時
に
軽

減
税
率
が
導
入
さ
れ

こ

れ
に
キ


シ

レ
ス
決

済
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
が

絡
ん
で
く
る

何
が
お
得

で
何
が
損
か

戸
惑

て

い
る
人
も
多
い
よ
う
だ
▼

軽
減
税
率
に
伴
な
い


﹁
イ

ト
イ
ン
脱
税
﹂
な

る
言
葉
も
飛
び
出
し
た


８
％
の
軽
減
税
率
が
適
用

さ
れ
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で

購
入
し
た
も
の
を

本
来

な
ら
１０
％
の
消
費
税
が
か

か
る
イ

ト
イ
ン
ス
ペ


ス
で
飲
食
す
る
こ
と
だ


一
方
で

こ
う
し
た
不
正

を
許
さ
ず

取
り
締
ま
ろ

う
と
す
る
﹁
正
義
マ
ン
﹂

も
い
る
と
い
う
▼
コ
ン
ビ

ニ
は
買
い
物
客
の
申
告
制

だ
が

件
の
男
性
は
ど
う

し
て
い
る
の
か

店
員
に

そ
れ
と
な
く
聞
い
て
み
る

と

﹁
あ
の
人

実
は
何

も
買
わ
ず
に
席
と
ト
イ
レ

を
使

て
い
る
ん
で
す

よ
﹂

そ
れ
は
一
言
言


て
も
良
い
と
思
う
ぞ


カ
ル
ビ

は
１０
月
２５
日


米
国
の
製
菓
会
社
Ｗ
ａ
ｒ
ｎ

ｏ
ｃ
ｋ

Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｐ
ｒ

ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｓ�

Ｉ
ｎ
ｃ

︵
以
下

Ｗ
ａ
ｒ
ｎ
ｏ
ｃ
ｋ

社
︶
の
買
収
に
向
け

同
社

発
行
済
株
式
の
８０
％
を
取
得

し
た


Ｗ
ａ
ｒ
ｎ
ｏ
ｃ
ｋ
社
は


ポ
テ
ト
チ

プ
ス

ト
ル
テ



ヤ

パ
フ
ス
ナ

ク
な

ど
を
受
託
製
造
す
る
米
国
ス

ナ

ク
菓
子
メ

カ


世

界
最
大
の
ス
ナ

ク
菓
子
市

場
で
あ
る
米
国
で

同
社
の

ス
ナ

ク
菓
子
の
商
品
開
発

力
と
販
売
網
の
活
用
を
通

じ

商
品
ポ

ト
フ

リ
オ

を
拡
大
す
る
狙
い


カ
ル
ビ

の
米
国
子
会
社

Ｃ
ａ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ

ｉ
ｃ
ａ�

Ｉ
ｎ
ｃ
�
︵
Ｃ

Ａ
Ｉ
︶
と
の
協
業
に
よ
り


北
米
ブ
ラ
ン
ド
の
す
そ
野
を

広
げ

同
社
グ
ル

プ
の
北

米
事
業
拡
大
を
目
指
す


同
社
は

企
業
理
念
﹁
食
卓

に

自
然
と
し
あ
わ
せ
を
﹂
の

も
と

中
期
経
営
計
画
︵
２
０

１
７

２
０
１
９
年
度
︶
の
重

点
施
策
で
あ
る
﹁
ス
パ
イ
ス
＆

ハ

ブ
に
関
す
る
事
業
の
さ
ら

な
る
強
化
﹂
﹁
製
品
の
開
発
・

生
産
・
販
売
体
制
﹂
に
取
り
組

む
中
で

グ
ル

プ
３
工
場
で

新
棟
を
建
設

安
全
・
安
心
と

生
産
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化


生
産
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目

指
す


１８
年
９

１１
月
に
順
次
着
工

し

こ
の
８

１１
月
に
順
次
竣

工

１０
月
か
ら
エ
ス
ビ

ス
パ

イ
ス
工
業
埼
玉
工
場
新
棟

１１

月
か
ら
エ
ス
ビ

サ
ン
キ



フ

ズ
新
棟

１２
月
か
ら
上
田

工
場
新
棟
を
稼
働
す
る


エ
ス
ビ

食
品
上
田
工
場
新

棟
は
建
築
面
積
２
千
５
９
１

�

延
床
面
積
９
千
９
８
４

�

家
庭
用
・
業
務
用
即
席
製

品

家
庭
用
ね
り
チ


ブ
製

品
な
ど
を
生
産
す
る

投
資
総

額
約
６９
億
円


密
閉
型
製
造
設
備

自
然
冷

媒
式
冷
却
設
備

省
人
化
の
た

め
の
原
料
自
動
軽
量
装
置
に
加

え

ス
マ

ト
フ

ク
ト
リ


化
を
目
指
し
て
﹁
Ｉ
ｏ
Ｔ
﹂
を

導
入
し
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴

だ


今
回
導
入
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
は

﹁
全
生
産
設
備
と
ラ
イ
ン
検
査

機
器
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
把
握
対

応
﹂
︵
同
社
︶

設
備
稼
働
状

況
監
視
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し

稼
働
中
の
設
備
か
ら
各
種

デ

タ
を
収
集

生
産
管
理
シ

ス
テ
ム
と
連
携
さ
せ
る
こ
と

で

ラ
イ
ン
全
体
の
進
捗
管
理

と
阻
害
要
因
の
早
期
解
消
に
活

用
す
る


さ
ら
に
蓄
積
さ
れ
た
デ

タ

を
解
析
す
る
こ
と
で

設
備
単

位
の
改
善
策
を
講
じ

稼
働
率

向
上
や
安
定
稼
働
を
図
り

安

全
・
安
心
な
商
品
を
安
定
し
て

供
給
で
き
る
体
制
に
つ
な
げ

る

上
田
工
場
で
先
行
導
入

し

他
工
場
で
も
今
後
導
入
し

て
い
く
予
定
だ


エ
ス
ビ

ス
パ
イ
ス
工
業
埼

玉
工
場
新
棟
は
建
築
面
積
１
千

３
７
１
�

延
床
面
積
３
千
８

１
１
�

香
辛

料
製
粉
・
選
別

中
間
品

瓶
入

り
コ
シ


製

品
な
ど
を
生
産

す
る

投
資
総

額
約
２６
億
円


室
内
温
湿
度
管
理
を
強
化
す

る
一
方

最
新
の
香
辛
料
選
別

設
備
導
入
に
よ
る
選
別
品
質
向

上

香
辛
料
高
速
製
粉
ラ
イ
ン

導
入
に
よ
る
製
粉
効
率
向
上
を

図

た


エ
ス
ビ

サ
ン
キ


フ


ズ
新
棟
は
建
築
面
積
３
千
２
６

１
�

延
床
面
積
９
千
４
８
２

�

レ
ト
ル
ト
・
缶
詰
製
品
な

ど
を
生
産
す
る

投
資
総
額
約

４０
億
円


レ
ト
ル
ト
食
品
の
ハ
ラ

ル

専
用
ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
一

方

レ
ト
ル
ト
食
品
の
ア
レ
ル

ゲ
ン
フ
リ

に
対
応

合
理
化

と
自
動
化
に
よ
る
省
人
化
を
図


た


３
工
場
共
通
の
特
徴
は
生
産

環
境
に
合
わ
せ
た
清
潔
区
の
明

確
化

フ

ル
タ

処
理
し
た

外
気
に
よ
る
陽
圧
管
理

入
退

場
セ
キ

リ
テ


シ
ス
テ
ム

に
よ
る
管
理
体
制
の
強
化

Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
な
ど

安
全

・
安
心
や
セ
キ

リ
テ


を

強
化

環
境
に
も
配
慮
し
た


伊
藤
忠
食
品
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ラ

ト
フ


ム
﹁
Ｆ
ｉ
Ｎ
Ｃ
﹂
を
運
営
す
る
Ｆ

ｉ
Ｎ
Ｃ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

︵
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区

溝
口
勇
児
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ

Ｏ
︶
に
出
資
す
る

Ｆ
ｉ
Ｎ
Ｃ
社
の
持
つ
健
康
関
連
デ

タ
の
相
互
利
活
用

ヘ
ル

ス
ケ
ア
関
連
商
品
の
共
同
開
発
な
ど
に
取
り
組
む


岡本社長

Ｆ
ｉ
Ｎ
Ｃ
社
は

パ

ソ

ナ
ル
ト
レ

ナ

Ａ
Ｉ
を
内

蔵
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
プ
リ

﹁
Ｆ
ｉ
Ｎ
Ｃ
﹂
を
活
用
し
た

健
康
・
美
容
・
フ


ト
ネ

ス
に
関
す
る
情
報
提
供
や
関

連
商
品
の
物
販
な
ど

ト


タ
ル
で
個
人
の
健
康
管
理
を

サ
ポ

ト
す
る
ヘ
ル
ス
テ


ク
ベ
ン
チ




ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
プ
リ
﹁
Ｆ

ｉ
Ｎ
Ｃ
﹂
の
会
員
数
は
７
月

末
で
３
５
０
万
人

６
５
０

万
ダ
ウ
ン
ロ

ド

月
間
ア

ク
テ

ブ
ユ

ザ

数
１
０

０
万
人
超
で

国
内
ナ
ン
バ


ワ
ン
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ラ


ト
フ


ム
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る


伊
藤
忠
食
品
は

拡
大
す

る
セ
ル
フ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場

に
お
い
て

ヘ
ル
ス
＆
ビ



テ


分
野
の
マ

チ


ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
や

﹁
か
ら

だ
ス
イ

チ
﹂
を
は
じ
め
と

す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
食
品

ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
な
ど
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
る


Ｆ
ｉ
Ｎ
Ｃ
社
へ
の
出
資
を
通

じ
て
国
内
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場

に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
方
針


先
月
３１
日
に
東
京
本
社
で

開
か
れ
た
第
２
四
半
期
決
算

説
明
会
の
席
上

大
釜
賢
一

取
締
役
専
務
執
行
役
員
営
業

統
括
部
門
長
は
﹁
今
後

Ｆ

ｉ
Ｎ
Ｃ
が
運
営
す
る
Ｅ
Ｃ
事

業
を
当
社
に
集
約
す
る
ほ

か

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
の
商

品
開
発

ド
ラ

グ
ス
ト
ア

な
ど
の
新
た
な
販
路
開
拓
を

進
め
る

︵
健
康
経
営
が
注

目
さ
れ
る
中
で
︶
法
人
契
約

を
結
ん
で
い
る
企
業
・
健
康

保
険
組
合
も
多
く

こ
の
分

野
の
取
り
組
み
拡
大
が
期
待

で
き
る
﹂
な
ど
と
語

た


伊
藤
忠
食
品
は

レ
シ
ピ

動
画
﹃
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
﹄
を
運
営
す

る
エ
ブ
リ

社
と
の
資
本
業

務
提
携

液
体
急
速
凍
結
技

術
﹃
凍
眠
﹄
の
テ
ク
ニ
カ
ン

と
の
提
携

フ

ド
シ

ア

リ
ン
グ
プ
ラ

ト
フ


ム

﹁
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
﹂
を
運
営

す
る
コ

ク

キ
ン
グ
へ
の

出
資
な
ど

新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
領
域
の
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
加
速
し
て
い
る


岡
本
均
社
長
は
﹁
既
存
事

業
の
深
耕
・
拡
大
と
と
も

に

事
業
領
域
の
拡
大
・
新

規
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
積
極
投
資

を
進
め

取
引
先
へ
の
新
た

な
付
加
価
値
機
能
の
提
供
や

卸
機
能
を
強
化
す
る

今
後

ま
す
ま
す
製
配
販
の
バ
リ



チ


ン
全
体
で
消
費
者

に
向
き
合

て
い
く
必
要
が

あ
る

卸
も
リ
テ

ル
と
一

体
と
な

て
消
費
者
に
新
た

な
価
値
を
届
け

業
界
全
体

の
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
﹂

と
語
り

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
積
極
投
資
に
よ
る
シ
ナ
ジ


創
出
を
加
速
す
る
方
針
を

示
し
た


政
府
は
令
和
元
年
秋
の
叙
勲
を
発
表
し
た

多
数
の

業
界
関
係
者
が
栄
誉
に
輝
い
た
な
か

本
紙
関
係
の
受

章
者
は
次
の
通
り
︵
敬
称
略
／
順
不
同
︶


小瀬氏

正垣氏

長
︶

内
海
勝
男
︵
宮
城
県
水

産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長
︶

北
村
歩

︵
元
六
星
会
長
︶

尭
天
啓
行

︵
元
香
川
県
製
粉
製
麺
協
同

組
合
理
事
長
︶

古
家
勝
實

︵
全
国
水
産
物
商
業
協
同
組

合
連
合
会
副
会
長
︶

後
藤

博
行
︵
元
全
国
青
果
卸
売
協

同
組
合
連
合
会
副
会
長
︶


杉
山
孝
俊
︵
元
静
岡
県
菓
子

工
業
組
合
理
事
長
︶

泰
地

武
︵
元
東
京
都
漬
物
事
業
協

同
組
合
理
事
長
︶

長
島
博

︵
日
本
料
理
研
究
会
副
会

長
︶

西
尾
公
伸
︵
西
尾
商

店
社
長
︶

堀
井
長
太
郎

︵
元
京
都
府
茶
協
同
組
合
理

事
長
︶

山
本
隆
英
︵
京
都

パ
ン
協
同
組
合
理
事
長
︶


吉
田
栄
一
︵
元
富
山
県
菓
子

工
業
組
合
理
事
長
︶

池
田

喜
久
子
︵
池
田
牧
場
取
締
役
︶

経
済
産
業
省
関
係

旭
日
大
綬
章
�
槍
田
松
瑩

︵
元
三
井
物
産
代
表
取
締
役

社
長
︶

厚
生
労
働
省
関
係

旭
日
双
光
章
�
大
村
征
史

︵
元
高
知
県
食
品
衛
生
協
会

副
会
長
︶

島
田
東
治
︵
元

埼
玉
県
食
品
衛
生
協
会
副
会

長
︶

田
久
保
健
美
︵
千
葉

県
食
品
衛
生
協
会
会
長
︶
▽

瑞
宝
双
光
章
�
根
本
義
一

︵
根
本
菓
子
舗
代
表
取
締

役

千
葉
県
洋
菓
子
協
会
副

会
長
︶

槍田氏

農
林
水
産
省
関
係

黄
綬
褒
章
�
加
藤
誠
治

︵
長
崎
大
同
青
果
社
長
︶


小
磯
雅
一
︵
小
磯
製
茶
代
表

取
締
役
︶

山
口
悟
︵
元
な

べ
し
ま
ホ

ル
デ

ン
グ
ス

社
長
︶
▽
藍
綬
褒
章
�
小
田

善
一
︵
元
協
同
組
合
全
国
製

粉
協
議
会
副
会
長
︶

財

務

省

関

係

黄
綬
褒
章
�
石
井
明
︵
石

井
酒
造
会
長
︶

大
城
勤

︵
忠
孝
酒
造
社
長
︶

近
藤

伸
一
︵
近
藤
酒
造
代
表
取
締

役
︶

田
中
高
逸
︵
元
小
鹿

酒
造
会
長
︶

熊
田
裕
一

︵
裕
多
加
シ


ピ
ン
グ
代

表
取
締
役
︶

齋
藤
雅
人

︵
飛
良
泉
本
舗
代
表
取
締

役
︶

清
水
友
彦
︵
シ
ミ
ズ

酒
販
取
締
役
︶

横
山
幸
夫

︵
Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
＆
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ

ヨ
コ
ヤ
マ
店
主
︶

直
町
昊

悦
︵
杜
氏
︶

武
田
基
道

︵
元
全
国
塩
元
売
協
会
理

事
︶
▽
藍
綬
褒
章
�
荒
木
章

︵
北
陸
三
県
卸
売
酒
販
組
合

理
事
長
︶

池
田
良
一
︵
新

潟
県
卸
酒
販

組

合

理

事

長
︶

坂
田
辰
久
︵
全
国
小
売

酒
販
組
合
中
央
会
会
長
︶


杉
田
靖
壽
︵
元
埼
玉
県
小
売

酒
販
組
合
連
合
会
会
長
︶


福
井
誠
司
︵
元
東
北
卸
売
酒

販
組
合
副
理
事
長
︶

山
�

澄
男
︵
元
高
知
県
小
売
酒
販

組
合
連
合
会
会
長
︶

山
根

平
一
︵
元
和
歌
山
県
小
売
酒

販
組
合
連
合
会
会
長
︶

脇

田
捷
治
︵
京
都
府
小
売
酒
販

組
合
連
合
会
会
長
︶

厚
生
労
働
省
関
係

黄
綬
褒
章
�
鴛
海
貞
夫

︵
割
烹
豊
後
の
里
自
営
︶


川
端
明
︵
ニ


長
崎
ビ
ル

デ

ン
グ
ホ
テ
ル
ニ


長

崎
名
誉
総
料
理
長
︶

坂
井

義
正
︵
鶴
乃

江

酒

造

杜

氏
︶

佐
藤
信
︵
元
精
進
茶

懐
石
雪
月
花
利
休
庵
料
理

長
︶

鈴
木
直
登
︵
東
京
會

舘
和
食
総
調
理
長
︶

福
原

敏
晃
︵
ボ

ク
社
長
︶

簑

島
誠
︵
中
国
料
理
川
菜
味
オ


ナ

シ

フ
︶

安
田
和

彦
︵
大
和
学
園
京
都
調
理
師

専
門
学
校
非
常
勤
講
師
︶
▽

藍
綬
褒
章
�
狩
野
美
紀
雄

︵
全
国
司
厨
士
協
会
北
部
地

方
岩
手
県
本
部
会
長
︶

坂田氏

令
和
元
年
秋
の
褒
章
受
章
者
が
発
表
さ
れ
た

本
紙

関
係
の
受
章
者
は
次
の
通
り
︵
敬
称
略
／
順
不
同
︶


エ
ス
ビ

食
品
は

同
社
の
上
田
工
場
︵
長
野
県
上
田

市
︶

グ
ル

プ
会
社
の
エ
ス
ビ

ス
パ
イ
ス
工
業
埼
玉
工

場
︵
埼
玉
県
松
伏
町
︶
と
エ
ス
ビ

サ
ン
キ


フ

ズ

︵
静
岡
県
焼
津
市
︶
の
グ
ル

プ
３
工
場
で

最
新
鋭
の
設

備
を
導
入
し
た
新
棟
を
竣
工
し

１０

１２
月
に
順
次
稼
働
を

開
始
す
る

上
田
工
場
で
﹁
Ｉ
ｏ
Ｔ
﹂
を
先
行
導
入
す
る
な

ど

合
計
約
１
３
５
億
円
の
集
中
投
資
を
通
じ
て
﹁
安
全
・

安
心
﹂
と
﹁
生
産
体
制
﹂
の
さ
ら
な
る
強
化
を
目
指
す


上
田
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
先
行
導
入

エスビー食品
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北
米
事
業
強
化
へ

現
地
メ
ー
カ
ー
買
収

カ
ル
ビ


秋秋のの褒褒章章

業
界
関
係
者
ら
受
章

多
年
の
功
労
称
え
る

健
康
管
理
ア
プ
リ
と
連
携

ヘ
ル
ス
＆
ビ


テ


分
野
の
展
開
強
化
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食 品

秋秋のの叙叙勲勲

多
数
の
業
界
人
に
栄
誉

槍
田
松
瑩
氏
︵
元
三
井
物
産
社
長
︶

小
瀬
�
氏
︵
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル

プ
本
社
会
長
︶

正
垣
泰
彦
氏
︵
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
会
長
︶

旭
大

旭
中

﹁
食
物
ア
レ
ル
ギ

を
社
会
問
題
に

協
同
の
取
組
み
ス
タ

ト
か
ら
１
年
﹂

︵
食
物
ア
レ
ル
ギ

特
集

４

６
面
︶

き

う
の
主
な
内
容

集
中
投
資

合
計
約
１３５
億
円
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